
（別紙３）

～ 令和8年　2月　14日

（対象者数） ３６件 （回答者数）
３１件

～ 令和8年　2月　14日

（対象者数） ６名 （回答者数）
６名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
収穫体験で採った野菜などは、持ち帰っているが、それを料

理して食べるまでの活動を行っていきたい。

2
専門支援に合わせた活動を取り入れる事で、今までとは違っ

た点からの活動内容にも取り組める。

3

欠席者等に向けて記録は残しているが、日々のミーティング

で知り得た情報などは、共通のツールなどを使用し、全員で

把握出来るようにする。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

同じ活動でも年代別で行うなど、年齢差が伴う活動には工夫

も必要。現在は、バランスを考えてチーム分けなどを行って

いる。

2
学生実習などを通じて、他交流がある事業所として改善して

いきたい。

3

○事業所名 ジョイⅠ

○保護者評価実施期間
令和8年　1月　19日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和8年　2月　9日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　2月　21日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

お出掛けや活動などを通して、色々な経験が出来ること。

また、同法人内の就労での収穫体験を通して、食の大切さや食

への興味関心の幅が広がる点。

お出かけ先や活動が固定化しないように、複数の職員間で話し

合いを行ったり、利用者からの提案や保護者からの情報なども

盛り込むようにしている。また、季節に応じての収穫体験を行

うことで、食の興味関心が持てるようにしている。

支援者が色々な資格保有者（保育士、作業療法士、介護福祉

士、児童指導員、児童発達管理責任者）であり、それに応じた

支援が出来ている。

現在、専門支援も行っている。１人１人に合わせた個人活動も

行っている。今後も続けていきたい。

地域に開かれた事業所ではないこと。

以前、作業療法士の学生の方が実習で子ども達と触れ合う機会

があり、とても良い経験になった。定期的に、ボランティアの

方を募りたい。

支援者の意識や向上心、また利用者や保護者に寄り添う姿や信

頼感は事業所としての強みであり、今後も強化、充実させてい

きたいところ。

毎日のミーティング、定期的に行っている会議や研修などで、

共通理解や情報共有を意識的に取り組んでいる。今後も利用者

や保護者に安心して利用してもらえるよう、続けていきたい。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

小学１年生～高校３年生までの幅広い年代が同じ空間で過ご

し、同じ活動をする事。

例えば、ドッジボールの活動時には、低学年相手には手を抜い

ているなど。優しさも育つが、楽しめているか…などが課題。

事業所における自己評価総括表公表


